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下調べをして

発掘調査に

　備えよう～

今までの薬師寺の調査をおさらい－

【伽藍内の発掘調査成果を確認する】

壺地業模式図

い ざ、

　発 掘 !!

礎石の下には

　壺地業が

施されている！

食堂で

何をしていた

　のだろう？

食堂は、いつ

なくなったの

だろう？

食堂の情報収集

【文献資料を解釈する】

薬 師 寺 食 堂

今回の発掘調査は、法相宗大本山
薬師寺がすすめている境内保存整
備計画に基づいた食堂再建事業に
ともなうものです。食堂の正確な
位置や規模、構造など、食堂の全
容を解明すべく全面を調査対象と
しました。

伽藍と既調査区（朱線）配置図

基壇外装の構造は？

【基壇土の積み方を復原する】

壺地業の効果

砂と土を層状につき固めることで、
強固な地盤を築成する版築。礎石
の下のみを掘り込んで、版築で埋
め固めた工法を「壺地業」とよぶ。
もっとも荷重のかかる柱の直下を
効率的に堅固にする狙いがあった
のだろう。

『薬師寺縁起』によると、創建
時の食堂の規模は桁行 11 間
140 尺、梁行 4 間 54 尺 5 寸で、
屋根の形は寄棟造。天禄四年

（973）に隣接する十字廊から
出火した火災により焼失した。
その後、寛弘二年（1005）に
再建されたが、いつまで存続し
たかは不明。

薬師寺縁起
長和四年（1015）に撰述されたも
ので、薬師寺古記録として集大成
されたものとしては最古の編纂。

過去におこなわれた周辺建物の
発掘調査成果を事前に把握し、
これから現れる遺構に備えるの
が肝要。

食堂の基壇は、最も残りの良いところで地覆石
上面から 50cm ほど残っていた。築成の工程は
少々複雑。地山の上に整地土を敷き、版築で基
壇を築成→礎石を据える位置に直径 2 ～ 2.8ｍ
の大規模な穴（掘方）を掘り、その中を版築す
る（壺地業）→壺地業の上に礎石を据え、基壇上
面まで版築をおこなう、と復原できる。

【建物の機能を探る】
食堂とは、文字通り僧が
会集して食事をとる場に
は違いない。しかし、本
調査では、食堂の機能を
直接的に示すような痕跡
は得られなかった。

他の寺院の食堂は？

奈良時代後半の西大寺食堂院は食堂を中核
とする施設であり、巨大な井戸や埋甕列、
食器、食事具、食物の残滓、製塩土器、食
材の記された木簡など、そこでの活動を雄
弁に物語るモノが豊富にあらわれた。古代
寺院の食堂の機能を考えるうえで、重要な
情報にあふれている。

発掘で明らかになった規模

壺地業から出土した遺物　　　　
あえて瓦や土器を混ぜ込んだとみられる

【廃絶の年代を絞り込む】

食堂の東南部には、基壇を破壊する大
土坑が検出された。ここでは、奈良時
代から鎌倉時代にかけての膨大な量の
瓦や、13 世紀末～ 14 世紀初頭の瓦器
椀や土師器皿などが出土した。瓦集中
部の瓦の年代と考え合わせて、14 世紀
初頭までには食堂が廃絶していたとみ
てよいだろう。

　　　　　大和名所図会
（寛政二年（1790））

講堂跡の後方に食堂の姿はない

瓦集中部のようす　　
基壇南面雨落溝上で検出。
瓦が屋根からそのまま崩落
したような状況だった。

調査区全景（北東から 上の建物は講堂）

食堂は東西 46.9m（158.5 尺）、南北
21.6m（73 尺）の基壇を持ち、桁行
11 間、梁行４間の礎石建物と判明。

『薬師寺縁起』にある創建食堂と同様
の規模であることがわかった。

建物南側基壇外装のようす（東から）

盛土の様子は？

使用石材は？

礎石の据え方は？

掘込地業の有無は？

調査区遺構平面図

雨落溝の有無は？
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発掘調査が始まるとなると、過去の周辺の調査区の図面や日誌を引っ
張り出してきて読み込み、どのような遺構が現れるか予測をする。果た
して近くの調査区と一連の遺構が現れるか、思いがけない遺構が出て
くるのか…。調査が終了した後も、周辺地区の調査成果とあわせて、ど
のように位置づけられるかを吟味する。一度の小規模調査では断片的
な情報も、成果を蓄積していけば、一帯のようすの解明につながる。

412 次（2006）

条坊道路側溝から

ガラス小玉の鋳型・

炉壁・羽口が出土

法 華 寺 周 辺

平城宮東院に隣接する法華寺南方の一
帯では、1970年代から小規模な発掘調査
が散発的におこなわれてきました。平城
京内の一等地である当地に何があった
のかは、調査成果の地道な積み重ねに
よって明らかにするしかありません。
今年度、調査をおこなった２地点を紹介
します。

501次調査 2012.11.５～12.14

504次調査 2012.10.16～11.5

左京二条二坊発掘調査区位置図
189 次（1988）

掘立柱建物が

　　　32 棟も！

　総柱建物もある

【周辺の調査成果を蓄積し、遺構を推測・解明する】357 次（2003）

施釉瓦 64 点！　

建物跡は

  みあたらない…

312 次 (2000)

阿弥陀浄土院の推定

地で、玉石敷きの

園地遺構を検出！

281 次（1997）

条坊道路側溝から

木簡が多量に出土

礎石建ちの建物は…

法華寺に関連する

大型の門？

下層から旧石器

がでている…

89 次（1974）

二彩瓦・三彩瓦

平安時代の鍛冶関係遺物

掘立柱建物８棟

井戸１基

375 次（2004）

奈良時代後半の掘立柱建物

     礎板を敷いて

             柱をたてている

279 次（1997）

コの字形の左右対称形を

とる整然とした建物配置

漆紙文書、亀甲文を

持つ二彩施釉陶器…

282-16 次（1998）

　279 次調査と一連の

　建物群確認

ガラスルツボ蓋、

「花寺」墨書土器

80 次（1972）

阿弥陀浄土院に

関わる？礎石建物と

湧水施設検出
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ギャラリーイベント

会期中  毎週金曜日 14：30～
　　　　　　　（５月３日はのぞく）

2012年度の発掘調査

①平城京左京三条一坊一・二坪
　　第488、491、495次調査

②薬師寺食堂　第500次調査

③法華寺周辺　
　　第501、504次調査

ギャラリーイベント
　　　　　 スケジュール

3/22、4/12、19、26、5/17、24、31

　　・・・研究員による
　　　　　　ギャラリートーク

3/29、4/5、5/10

　　・・・春休みクイズ大会

　　　　　　2013年3月16日

　発　行　独立行政法人国立文化財機構
　　　　　奈良文化財研究所
　　　　　〒630-8577　奈良市二条町2-9-1
　編　集　奈良文化財研究所　展示企画室
    ポスター・ちらしデザイン 津波古 真由美
　印　刷　能登印刷株式会社　　

お問合せ： TEL 0742-30-6753
　　　　　      （連携推進課）

発掘調査位置図

※詳細はホームページに記載
http://www.nabunken.go.jp/heijo/museum/

開館時間　9：00～16：30
　　　　　　（入館は16：00まで） 

月曜休館  （月曜が祝日の場合は
　　　　　　　　　　　翌日火曜休館） 
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三条条間北小路

築地塀の痕跡

1.3m

大型建物群

朱雀門の前…

ここに遺構は、

あまりない

　　だろう…

井戸のカタチ・構造

坪全体の様子を

おおまかに

把握しよう

平城京左京三条一坊一・二坪

調査前

486次調査
2011.9.27～12.27

486次調査では、478 次調査で
検出した井戸の取り上げをおこ
なった。埋土からは、木簡、土器、
木製品、金属製品、瓦など多彩な
遺物が出土した。井戸の西側では、
想定外となる大規模な工房群を発
見した。

多角形

二重構造

平城京左京三条一坊一坪

井戸の大きさ

エッ

井戸発見！

井戸に関わる

施設の調査に

なるだろう…

工房跡が

あらわれた？！

工房が南に

どこまで続いて

いるのか…

〈官営鉄鍛冶工房の変遷〉

７世紀後葉　飛鳥池遺跡
　　↓
８世紀前半　平城京左京三条一坊一坪
　　↓
８世紀後半　平城宮馬寮

他の井戸とくらべてみよう

【類例を集めて比較】

井戸のカタチは、四角形もしくは円形であ
ることが一般的だが、この井戸のように、
多角形のものもわずかにある。

五角形：藤原京左京七条二坊 SE9330
六角形：橿原遺跡第８号井戸
八角形：平城京左京四条二坊一坪
          　   SE2600

大きさは、発見当時平城京最大とされた西大
寺食堂院の井戸の規模を超えるものだった。

486 次遺構平面図
（S＝1/600 他も同じ）

井戸から出土した木製品

検出された井戸（西から）

上段（内法約 2.4ｍ）は
正方形の横板組、下段（一
辺約 1.1ｍ）は六角形横
板組の二段構造であっ
た。飛鳥池遺跡でも、二
段構造（上段方形・下段
円形）の井戸が発見され
ている。

炭混りの土、被熱痕跡…、炉 ?!

西大寺食堂院
平城京左京五条二坊十四坪

『奈良市埋蔵文化財調査報告書（S54年度）』
奈良市教育委員会を元に作図

478次調査では、坪内全体のよう
すを把握するために、敷地の東寄り
に南北に長い調査区を設けた。
過去の周辺調査でみつかっていた、
三条条間北小路や坪内道路の延長部
分を検出したほか、調査区北部で、
巨大な井戸を発見した。

478次調査
2010.12.8～2011.3.30

488次調査
2011.12.22～2012.3.30

488 次遺構平面図

工房は、南に

続いていなかった！

かわりに、

　建物群を発見

491次調査
2012.4.2～7.6

建物跡は

　どこまで

　　続く？

何の炉だったのか？

【分類する、同定する】
工房の時期は？

【年代を判断する】

年代の決め手となった須恵器

遺構や土層からは、相対的な
新旧関係はわかっても、年代
までは決め難い。そんな時に
頼りになるのは、土器や瓦。
ここでは、土器の形や表面に
施された調整痕を分析し、工
房の年代が奈良時代前半であ
ることをつきとめた。

発見された工房で、一体何をつ
くっていたのだろうか…。工房
の廃棄物を捨てた溝や土坑の土
を水洗・分別したところ、鉄滓
や鉄釘がみつかった。また、炉
跡のまわりに金床石やフイゴを
据えた跡があることから、ここ
で鉄鍛冶がおこなわれ、炉跡が
小さいことから小型の鉄製品を
作っていたと推測できる。

488 次調査区全景（南西から）

491 次調査区全景（南東から）

建物の南限

　　　を検出。

　規模が判明 !!

この建物は何だろう？

【建物の性格を考える】

検出した建物群の特徴

・大型で桁行の長い特殊な形

・東西と南の柱筋をそろえている

・柱穴の重複 ( 建てかえの痕跡 ) が
　みられない

・軟弱な地盤なのに十分な地業
　（地盤改良）をおこなっていない

建物は計画的に、かつ急ごしらえ
で建てられ、短期間だけ存続して
いたのではないだろうか。

沈下した柱根　
建物の重みに耐えきれなかったのか　

空閑地の計画性
建物の南端から三条条間北小路北側溝までの距離は、
およそ 100 尺（約 30ｍ）。条坊設定と建物の配置に
密接な関わりがあった可能性がある。

坪境の

　　状況を

把握しよう～

坪境に築地塀はあった？

【状況から推測する】

築地塀に葺かれていた軒瓦（奈良時代後半）

三条条間北小路

の南北側溝を

　　　　検出！

495次調査
2012.6.25～10.16

工房は

　どこまで

　ひろがる？

一坪と二坪の境に築地塀は存在したのだろ
うか？三条条間北小路の南側では、築地塀
の版築（縞状の土盛り）の痕跡は確認でき
なかったものの、添え柱の可能性がある痕
跡、瓦の出土量（周辺の７倍出土）から、
瓦葺の築地塀があったと推測できる。北側
には、築地塀の痕跡はみられなかった。

朱雀門の

すぐそばまで

続いていた！

495 次南調査区全景（東から）

495 次南遺構平面図

495 次北調査区全景（東から） 495 次北遺構平面図

道路の位置、幅は？

【今後の研究に役立つ
　　　　データを出す】

平城京内の東西南北にはりめぐらされた
道路遺構を把握することが、都城研究の
上では重要である。道路の両側には溝（側
溝）があり、この側溝の遺構から道路の
位置や幅を割り出していく。

この工房の位置づけは…

【時代を通じた変遷をみる】

495次（南）

495次（北）

古代の官営鉄鍛冶工房を、時期・構成・
規模から整理すると、本遺跡は飛鳥池工
房と平城宮馬寮の工房をつなぐものとし
て位置づけられる。

頭の中を整理！

これまでの調査成果

　　　　　のまとめ

来年度調査への期待

約
１
０
０ 

尺

三条条間北小路北側溝

来年度は、坪内東側を発掘調査
する予定。井戸周辺の建物群が、
東側へどのように展開するの
か、坪内の東辺のようすがわか
ることで、井戸の性格もみえて
くるかもしれない。

　　　　　調査はまだ続く…

平城宮跡の国営歴史公園化による整備事業
の一環で、当地には平城宮跡展示館の建設が
計画されています。奈良文化財研究所では、
2010年度より発掘調査をおこなっており、
これまでの調査を振り返りながら、2012年
の調査成果を報告します。

遺跡は、平城宮の正門で
ある朱雀門のすぐ南東に
位置し、平城京のメイン
ストリートである朱雀大
路の東側に面している。
平城京のなかでも一等地
の場所といえる。

当地では、奈良市教育委
員会や奈良文化財研究所
によるこれまでの調査で、
三条条間北小路や坪内道
路が見つかっている。

三条一坊一坪には、坪を
囲う築地塀がなく、ここ
は広場のようなスペース
だったと考えられていた。

１．朱雀門に隣接する左京三条一坊一坪
　の北部に、奈良時代前半の鉄鍛冶工房    
　があった。平城宮・京の造営あるいは
　改修にともなう製品の供給などをおこ
　なっていたと考えられる。

２．鉄鍛冶工房の南側には、奈良時代前
　半の大型の建物群が並ぶ。工房の事務・
　管理部門の可能性がある。

３．  工房や大型建物が廃絶した後で、　
　坪内に道路が敷設される。奈良時代後
　半に、当地は広場のような様相を呈し
　ていた。

４．  坪内を遮蔽する施設（築地塀）は、
　左京三条一坊一坪南辺にはないが、
　二坪北辺にはある。

488次調査では、486次調査の南側で工房群の
続きが現れることが予想された。しかし工房跡は

なく、坪内道路よりも古い時期の大型建物群を検

出した。工房の操業時期も坪内道路より古いこと

が明らかになり、工房と建物群は一連の施設と考

えられる。

491次調査では、488次で検出
された大型建物群がどこまで展開

するのか注目された。建物群は、南

の柱筋をそろえていることが判明

し、それより南は三条条間北小路

まで空閑地が広がっていることが

わかった。

発掘調査位置図
ゴシック体の次数が今回の一連の発掘調査

※次数の前に市がつくものは、奈良市教育委員会の調査

495次（南）調査 で は、
左京三条一坊一坪と二坪を

区切る東西道路である三条

条間北小路と、その南北両

側溝を検出した。坪境の遮

蔽施設の有無も、明らかと

なった。

三条条間北小路の

路面幅＝約 5.0ｍ

495次（北）調査では、486次調査で
みつかった工房群の北側の範囲を確認

し、全貌を明らかにした。これにより、朱

雀門が面する二条大路のすぐ南まで工

房群が広がっていることが判明した。

…

478次遺構平面図

491 次遺構平面図

大型建物群平面模式図
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平成25年３月16日 土 －６月２日 日

平成24年度平城宮跡資料館 春期企画展

主催：独立行政法人 国立文化財機構 奈良文化財研究所
後援：文化庁・国土交通省近畿地方整備局国営飛鳥歴史公園事務所・奈良県教育委員会・奈良市教育委員会
　　  近畿日本鉄道株式会社・奈良交通株式会社・株式会社南都銀行・法相宗大本山薬師寺

版築

地覆石 石敷
雨落溝

身舎の柱
廂の柱

壺地業
壺地業

十字廊

東僧坊西僧房 食　堂

講　堂

金　堂

回

　廊

西 塔 東 塔

中　門

南大門

西
南
門

西
北
門

東

　門

東
南
門

観
音
池

鐘
楼

経
楼

藤原不比等邸（後に法華寺）

阿弥陀浄土院推定地

二条条間路

東
二
坊
条
間
路

東
二
坊
大
路

平
城
宮
東
院

279次282-16次

281次

312次

80次

501次

357次

504次

375次

189次

89次

412次

0 10m
基壇
石敷

礎石抜取穴
雨落溝

壺地業
瓦集中部

地覆石及び階段
大土坑

地覆石抜取溝

雨
落
溝（
玉
石
抜
取
）

地
覆
石
抜
取
溝土

管
暗
渠
１

土
管
暗
渠
２

地覆石
地覆石抜取溝

近代の水路
掘立柱穴列１

地
覆
石

階段 石敷

瓦集中部
雨落溝

大土坑

階段

掘
立
柱
穴
列
２

掘
立
柱
穴
列
３

下調べをして

発掘調査に

　備えよう～

今までの薬師寺の調査をおさらい－

【伽藍内の発掘調査成果を確認する】

壺地業模式図

い ざ、

　発 掘 !!

礎石の下には

　壺地業が

施されている！

食堂で

何をしていた

　のだろう？

食堂は、いつ

なくなったの

だろう？

食堂の情報収集

【文献資料を解釈する】

薬 師 寺 食 堂

今回の発掘調査は、法相宗大本山
薬師寺がすすめている境内保存整
備計画に基づいた食堂再建事業に
ともなうものです。食堂の正確な
位置や規模、構造など、食堂の全
容を解明すべく全面を調査対象と
しました。

伽藍と既調査区（朱線）配置図

基壇外装の構造は？

【基壇土の積み方を復原する】

壺地業の効果

砂と土を層状につき固めることで、
強固な地盤を築成する版築。礎石
の下のみを掘り込んで、版築で埋
め固めた工法を「壺地業」とよぶ。
もっとも荷重のかかる柱の直下を
効率的に堅固にする狙いがあった
のだろう。

『薬師寺縁起』によると、創建
時の食堂の規模は桁行 11 間
140 尺、梁行 4 間 54 尺 5 寸で、
屋根の形は寄棟造。天禄四年

（973）に隣接する十字廊から
出火した火災により焼失した。
その後、寛弘二年（1005）に
再建されたが、いつまで存続し
たかは不明。

薬師寺縁起
長和四年（1015）に撰述されたも
ので、薬師寺古記録として集大成
されたものとしては最古の編纂。

過去におこなわれた周辺建物の
発掘調査成果を事前に把握し、
これから現れる遺構に備えるの
が肝要。

食堂の基壇は、最も残りの良いところで地覆石
上面から 50cm ほど残っていた。築成の工程は
少々複雑。地山の上に整地土を敷き、版築で基
壇を築成→礎石を据える位置に直径 2 ～ 2.8ｍ
の大規模な穴（掘方）を掘り、その中を版築す
る（壺地業）→壺地業の上に礎石を据え、基壇上
面まで版築をおこなう、と復原できる。

【建物の機能を探る】
食堂とは、文字通り僧が
会集して食事をとる場に
は違いない。しかし、本
調査では、食堂の機能を
直接的に示すような痕跡
は得られなかった。

他の寺院の食堂は？

奈良時代後半の西大寺食堂院は食堂を中核
とする施設であり、巨大な井戸や埋甕列、
食器、食事具、食物の残滓、製塩土器、食
材の記された木簡など、そこでの活動を雄
弁に物語るモノが豊富にあらわれた。古代
寺院の食堂の機能を考えるうえで、重要な
情報にあふれている。

発掘で明らかになった規模

壺地業から出土した遺物　　　　
あえて瓦や土器を混ぜ込んだとみられる

【廃絶の年代を絞り込む】

食堂の東南部には、基壇を破壊する大
土坑が検出された。ここでは、奈良時
代から鎌倉時代にかけての膨大な量の
瓦や、13 世紀末～ 14 世紀初頭の瓦器
椀や土師器皿などが出土した。瓦集中
部の瓦の年代と考え合わせて、14 世紀
初頭までには食堂が廃絶していたとみ
てよいだろう。

　　　　　大和名所図会
（寛政二年（1790））

講堂跡の後方に食堂の姿はない

瓦集中部のようす　　
基壇南面雨落溝上で検出。
瓦が屋根からそのまま崩落
したような状況だった。

調査区全景（北東から 上の建物は講堂）

食堂は東西 46.9m（158.5 尺）、南北
21.6m（73 尺）の基壇を持ち、桁行
11 間、梁行４間の礎石建物と判明。

『薬師寺縁起』にある創建食堂と同様
の規模であることがわかった。

建物南側基壇外装のようす（東から）

盛土の様子は？

使用石材は？

礎石の据え方は？

掘込地業の有無は？

調査区遺構平面図

雨落溝の有無は？

薬
師
寺
蔵『
薬
師
寺
縁
起
』（
昭
和
四
十
二
年
複
製
版
）よ
り
転
載

発掘調査が始まるとなると、過去の周辺の調査区の図面や日誌を引っ
張り出してきて読み込み、どのような遺構が現れるか予測をする。果た
して近くの調査区と一連の遺構が現れるか、思いがけない遺構が出て
くるのか…。調査が終了した後も、周辺地区の調査成果とあわせて、ど
のように位置づけられるかを吟味する。一度の小規模調査では断片的
な情報も、成果を蓄積していけば、一帯のようすの解明につながる。

412 次（2006）

条坊道路側溝から

ガラス小玉の鋳型・

炉壁・羽口が出土

法 華 寺 周 辺

平城宮東院に隣接する法華寺南方の一
帯では、1970年代から小規模な発掘調査
が散発的におこなわれてきました。平城
京内の一等地である当地に何があった
のかは、調査成果の地道な積み重ねに
よって明らかにするしかありません。
今年度、調査をおこなった２地点を紹介
します。

501次調査 2012.11.５～12.14

504次調査 2012.10.16～11.5

左京二条二坊発掘調査区位置図
189 次（1988）

掘立柱建物が

　　　32 棟も！

　総柱建物もある

【周辺の調査成果を蓄積し、遺構を推測・解明する】357 次（2003）

施釉瓦 64 点！　

建物跡は

  みあたらない…

312 次 (2000)

阿弥陀浄土院の推定

地で、玉石敷きの

園地遺構を検出！

281 次（1997）

条坊道路側溝から

木簡が多量に出土

礎石建ちの建物は…

法華寺に関連する

大型の門？

下層から旧石器

がでている…

89 次（1974）

二彩瓦・三彩瓦

平安時代の鍛冶関係遺物

掘立柱建物８棟

井戸１基

375 次（2004）

奈良時代後半の掘立柱建物

     礎板を敷いて

             柱をたてている

279 次（1997）

コの字形の左右対称形を

とる整然とした建物配置

漆紙文書、亀甲文を

持つ二彩施釉陶器…

282-16 次（1998）

　279 次調査と一連の

　建物群確認

ガラスルツボ蓋、

「花寺」墨書土器

80 次（1972）

阿弥陀浄土院に

関わる？礎石建物と

湧水施設検出

金堂
東塔

講堂跡
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西
大
寺

西
隆
寺

唐招提寺

大
安
寺

海龍王寺

右

京

左

京

朱雀門

平  城  宮

菅原寺

藤
原
仲
麻
呂
邸

長
屋
王
邸

薬師寺

法華寺

１

２

３

ギャラリーイベント

会期中  毎週金曜日 14：30～
　（５月３日はのぞく）

2012年度の発掘調査

①平城京左京三条一坊一・二坪
第488、491、495次調査

②薬師寺食堂　第500次調査

③法華寺周辺
第501、504次調査

ギャラリーイベント
スケジュール

3/22、4/12、19、26、5/17、24、31

・・・研究員による
ギャラリートーク

3/29、4/5、5/10

・・・春休みクイズ大会

2013年3月16日

　発　行　独立行政法人国立文化財機構
奈良文化財研究所
〒630-8577　奈良市二条町2-9-1

　編　集　奈良文化財研究所　展示企画室
    ポスター・ちらしデザイン 津波古 真由美
　印　刷　能登印刷株式会社　　

お問合せ： TEL 0742-30-6753
  （連携推進課）

発掘調査位置図

※詳細はホームページに記載
http://www.nabunken.go.jp/heijo/museum/

開館時間　9：00～16：30
（入館は16：00まで） 

月曜休館  （月曜が祝日の場合は
翌日火曜休館） 

2.3m

2.4m

0 20m

第486次
調査区

第488次
調査区

第491次
調査区

第478次
調査区

第495次北
調査区

第495次南
調査区

三 条 条 間 北 小 路

橋橋

市336次

市119次

市143次

市342次

市336次

第180次

坪内道路

井戸

坪内道路

三条条間北小路

工房１

工房２

工房３

井戸

大型建物群
坪内道路

工房４

路　面

南側溝 北側溝道路の中心

道路幅 (溝の中心から中心まで )

来
年
度
調
査
予
定
地

今
ま
で
の
調
査
区

三条条間北小路

築地塀の痕跡

1.3m

大型建物群

朱雀門の前…

ここに遺構は、

あまりない

　　だろう…

井戸のカタチ・構造

坪全体の様子を

おおまかに

把握しよう

平城京左京三条一坊一・二坪

調査前

486次調査
2011.9.27～12.27

486次調査では、478 次調査で
検出した井戸の取り上げをおこ
なった。埋土からは、木簡、土器、
木製品、金属製品、瓦など多彩な
遺物が出土した。井戸の西側では、
想定外となる大規模な工房群を発
見した。

多角形

二重構造

平城京左京三条一坊一坪

井戸の大きさ

エッ

井戸発見！

井戸に関わる

施設の調査に

なるだろう…

工房跡が

あらわれた？！

工房が南に

どこまで続いて

いるのか…

〈官営鉄鍛冶工房の変遷〉

７世紀後葉　飛鳥池遺跡
　　↓
８世紀前半　平城京左京三条一坊一坪
　　↓
８世紀後半　平城宮馬寮

他の井戸とくらべてみよう

【類例を集めて比較】

井戸のカタチは、四角形もしくは円形であ
ることが一般的だが、この井戸のように、
多角形のものもわずかにある。

五角形：藤原京左京七条二坊 SE9330
六角形：橿原遺跡第８号井戸
八角形：平城京左京四条二坊一坪
          　   SE2600

大きさは、発見当時平城京最大とされた西大
寺食堂院の井戸の規模を超えるものだった。

486 次遺構平面図
（S＝1/600 他も同じ）

井戸から出土した木製品

検出された井戸（西から）

上段（内法約 2.4ｍ）は
正方形の横板組、下段（一
辺約 1.1ｍ）は六角形横
板組の二段構造であっ
た。飛鳥池遺跡でも、二
段構造（上段方形・下段
円形）の井戸が発見され
ている。

炭混りの土、被熱痕跡…、炉 ?!

西大寺食堂院
平城京左京五条二坊十四坪

『奈良市埋蔵文化財調査報告書（S54年度）』
奈良市教育委員会を元に作図

478次調査では、坪内全体のよう
すを把握するために、敷地の東寄り
に南北に長い調査区を設けた。
過去の周辺調査でみつかっていた、
三条条間北小路や坪内道路の延長部
分を検出したほか、調査区北部で、
巨大な井戸を発見した。

478次調査
2010.12.8～2011.3.30

488次調査
2011.12.22～2012.3.30

488 次遺構平面図

工房は、南に

続いていなかった！

かわりに、

　建物群を発見

491次調査
2012.4.2～7.6

建物跡は

　どこまで

　　続く？

何の炉だったのか？

【分類する、同定する】
工房の時期は？

【年代を判断する】

年代の決め手となった須恵器

遺構や土層からは、相対的な
新旧関係はわかっても、年代
までは決め難い。そんな時に
頼りになるのは、土器や瓦。
ここでは、土器の形や表面に
施された調整痕を分析し、工
房の年代が奈良時代前半であ
ることをつきとめた。

発見された工房で、一体何をつ
くっていたのだろうか…。工房
の廃棄物を捨てた溝や土坑の土
を水洗・分別したところ、鉄滓
や鉄釘がみつかった。また、炉
跡のまわりに金床石やフイゴを
据えた跡があることから、ここ
で鉄鍛冶がおこなわれ、炉跡が
小さいことから小型の鉄製品を
作っていたと推測できる。

488 次調査区全景（南西から）

491 次調査区全景（南東から）

建物の南限

　　　を検出。

　規模が判明 !!

この建物は何だろう？

【建物の性格を考える】

検出した建物群の特徴

・大型で桁行の長い特殊な形

・東西と南の柱筋をそろえている

・柱穴の重複 ( 建てかえの痕跡 ) が
　みられない

・軟弱な地盤なのに十分な地業
（地盤改良）をおこなっていない

建物は計画的に、かつ急ごしらえ
で建てられ、短期間だけ存続して
いたのではないだろうか。

沈下した柱根　
建物の重みに耐えきれなかったのか　

空閑地の計画性
建物の南端から三条条間北小路北側溝までの距離は、
およそ 100 尺（約 30ｍ）。条坊設定と建物の配置に
密接な関わりがあった可能性がある。

坪境の

　　状況を

把握しよう～

坪境に築地塀はあった？

【状況から推測する】

築地塀に葺かれていた軒瓦（奈良時代後半）

三条条間北小路

の南北側溝を

　　　　検出！

495次調査
2012.6.25～10.16

工房は

　どこまで

　ひろがる？

一坪と二坪の境に築地塀は存在したのだろ
うか？三条条間北小路の南側では、築地塀
の版築（縞状の土盛り）の痕跡は確認でき
なかったものの、添え柱の可能性がある痕
跡、瓦の出土量（周辺の７倍出土）から、
瓦葺の築地塀があったと推測できる。北側
には、築地塀の痕跡はみられなかった。

朱雀門の

すぐそばまで

続いていた！

495 次南調査区全景（東から）

495 次南遺構平面図

495 次北調査区全景（東から） 495 次北遺構平面図

道路の位置、幅は？

【今後の研究に役立つ
　　　　データを出す】

平城京内の東西南北にはりめぐらされた
道路遺構を把握することが、都城研究の
上では重要である。道路の両側には溝（側
溝）があり、この側溝の遺構から道路の
位置や幅を割り出していく。

この工房の位置づけは…

【時代を通じた変遷をみる】

495次（南）

495次（北）

古代の官営鉄鍛冶工房を、時期・構成・
規模から整理すると、本遺跡は飛鳥池工
房と平城宮馬寮の工房をつなぐものとし
て位置づけられる。

頭の中を整理！

これまでの調査成果

　　　　　のまとめ

来年度調査への期待

約
１
０
０
尺

三条条間北小路北側溝

来年度は、坪内東側を発掘調査
する予定。井戸周辺の建物群が、
東側へどのように展開するの
か、坪内の東辺のようすがわか
ることで、井戸の性格もみえて
くるかもしれない。

　　　　　調査はまだ続く…

平城宮跡の国営歴史公園化による整備事業
の一環で、当地には平城宮跡展示館の建設が
計画されています。奈良文化財研究所では、
2010年度より発掘調査をおこなっており、
これまでの調査を振り返りながら、2012年
の調査成果を報告します。

遺跡は、平城宮の正門で
ある朱雀門のすぐ南東に
位置し、平城京のメイン
ストリートである朱雀大
路の東側に面している。
平城京のなかでも一等地
の場所といえる。

当地では、奈良市教育委
員会や奈良文化財研究所
によるこれまでの調査で、
三条条間北小路や坪内道
路が見つかっている。

三条一坊一坪には、坪を
囲う築地塀がなく、ここ
は広場のようなスペース
だったと考えられていた。

１．朱雀門に隣接する左京三条一坊一坪
の北部に、奈良時代前半の鉄鍛冶工房
があった。平城宮・京の造営あるいは
改修にともなう製品の供給などをおこ
　なっていたと考えられる。

２．鉄鍛冶工房の南側には、奈良時代前
　半の大型の建物群が並ぶ。工房の事務・
　管理部門の可能性がある。

３．工房や大型建物が廃絶した後で、
坪内に道路が敷設される。奈良時代後
半に、当地は広場のような様相を呈し
　ていた。

４．坪内を遮蔽する施設（築地塀）は、
　左京三条一坊一坪南辺にはないが、
　二坪北辺にはある。

488次調査では、486次調査の南側で工房群の
続きが現れることが予想された。しかし工房跡は

なく、坪内道路よりも古い時期の大型建物群を検

出した。工房の操業時期も坪内道路より古いこと

が明らかになり、工房と建物群は一連の施設と考

えられる。

491次調査では、488次で検出
された大型建物群がどこまで展開

するのか注目された。建物群は、南

の柱筋をそろえていることが判明

し、それより南は三条条間北小路

まで空閑地が広がっていることが

わかった。

発掘調査位置図
ゴシック体の次数が今回の一連の発掘調査

※次数の前に市がつくものは、奈良市教育委員会の調査

495次（南）調査 で は、
左京三条一坊一坪と二坪を

区切る東西道路である三条

条間北小路と、その南北両

側溝を検出した。坪境の遮

蔽施設の有無も、明らかと

なった。

三条条間北小路の

路面幅＝約 5.0ｍ

495次（北）調査では、486次調査で
みつかった工房群の北側の範囲を確認

し、全貌を明らかにした。これにより、朱

雀門が面する二条大路のすぐ南まで工

房群が広がっていることが判明した。

…

478次遺構平面図

491 次遺構平面図

大型建物群平面模式図
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